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共に２回戦快勝し、勢いに乗る京都と熊本。ベスト４の座をかけ３回戦最後となる一戦である。先鋒戦、京都岩切
が立ち合い気合い充分、追い込んで面を先取した。その後も攻め続け一本勝とした。次鋒戦、両者手探り状態が続
くが熊本前田が鋭い引き面で一本勝で星を五分に戻した。中堅戦、流れを引き寄せたい両者。熊本西岡が勢いよく
跳び込み面を決め勝負を大きく左右する一番となった。副将戦、熊本山城が小手に誘っておいての面と続く二本目
も鋭い面を決め京都井出に付け入る隙を与えなかった。大将戦、熊本西村が絶妙のタイミングで引き面を決め終始
優勢な試合を展開した。熊本が日頃の成果を遺憾なく発揮し準決勝に進出した。京都も善戦健闘したが、今一歩勢
いに乗れなかった。
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